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は
じ
め
に  

 

な
ぜ
椅
子
な
の
か

二
〇
世
紀
は
「
椅
子
の
世
紀
」
で
あ
っ
た
。

人
間
が
座
る
と
い
う
道
具
に
す
ぎ
な
い
椅
子
が
こ
れ
ほ
ど
多
彩
に
展
開
さ
れ
た
時
代
は
過
去
に
な
く
、
椅
子
は
「
二
〇
世
紀

と
い
う
時
代
を
映
す
鏡
」
で
あ
る
。

近
代
デ
ザ
イ
ン
誕
生
の
当
初
か
ら
、
椅
子
は
そ
の
時
々
の
時
代
背
景
（
思
潮
や
世
相
）
と
科
学
技
術
を
両
輪
と
し
て
「
時
」

を
映
す
鏡
の
よ
う
に
生
ま
れ
た
結
果
、
身
近
な
「
モ
ノ
」
を
通
し
て
二
〇
世
紀
の
デ
ザ
イ
ン
を
語
る
と
き
、「
椅
子
」
を
お
い

て
ほ
か
に
な
い
。

エ
ジ
プ
ト
時
代
の
玉
座
を
例
に
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
、
椅
子
と
い
う
道
具
は
人
類
の
歴
史
と
と
も
に
生
ま
れ
、
そ
の
基
本
的

な
機
能
は
「
人
間
が
座
る
」
と
い
う
単
純
で
変
わ
る
こ
と
の
な
い
も
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
「
意
味
の

あ
る
道
具
」
と
し
て
存
在
感
を
示
す
の
だ
ろ
う
か
。

こ
れ
ま
で
「
椅
子
」
に
つ
い
て
、
そ
の
意
匠
や
デ
ザ
イ
ン
の
解
説
は
も
と
よ
り
歴
史
的
変
遷
、
機
能
や
身
体
と
の
関
係
性
、

ま
た
、
そ
の
形
而
上
の
セ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
（
意
味
論
的
）
な
豊
饒
性
や
形
態
論
に
つ
い
て
数
多
く
語
ら
れ
、
さ
ら
に
椅
子
の
持

つ
隠
喩
的
な
意
味
か
ら
、
し
ば
し
ば
ア
ー
ト
の
対
象
に
も
な
っ
て
き
た
。

こ
れ
ら
に
加
え
て
、
椅
子
は
人
間
の
「
空
間
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
関
わ
る
道
具
で
あ
る
こ
と
が
他
の
「
モ
ノ
」
と

異
な
る
点
で
あ
る
。
子
ど
も
の
こ
ろ
椅
子
の
周
り
を
歌
に
合
わ
せ
て
歩
き
、
合
図
と
と
も
に
椅
子
を
奪
い
合
う
と
い
う
「
椅
子

取
り
ゲ
ー
ム
」
は
誰
も
が
経
験
し
た
遊
び
で
あ
ろ
う
。
私
が
シ
カ
ゴ
で
の
学
生
時
代
、
講
義
に
触
れ
る
機
会
を
得
た
文
化
人
類

学
者
の
Ｅ
・
Ｔ
・
ホ
ー
ル
。
彼
の
名
著
『
か
く
れ
た
次
元
』
で
は
、
動
物
の
「
な
わ
ば
り
」
や
「
個
体
距
離
」
に
つ
い
て
論
じ

ら
れ
て
い
る
が
、
椅
子
は
人
間
の
個
体
空
間
を
形
成
す
る
唯
一
の
道
具
（
モ
ノ
と
し
て
は
座
布
団
も
あ
る
が
）
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
に
椅
子
は
「
人
間
の
存
在
」「
空
間
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
」
に
関
わ
る
が
ゆ
え
に
、
空
間
内
で
の
椅
子
の
位
置
、
さ

ら
に
そ
れ
ら
の
配
置
関
係
は
多
く
の
意
味
を
持
ち
、
空
間
心
理
学
に
お
い
て
も
考
察
対
象
と
な
り
、
商
業
施
設
で
は
営
業
成
績

に
関
わ
る
重
要
な
要
素
と
な
っ
て
き
た
。
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二
〇
世
紀
に
な
り
大
変
貌
を
遂
げ
た
椅
子
が
、
今
日
で
も
膨
大
な
種
類
と
数
量
が
世
界
中
で
つ
く
ら
れ
続
け
て
い
る
現
実
を

見
る
と
、「
よ
く
も
こ
こ
ま
で
」
と
感
じ
入
る
。
八
〇
年
代
か
ら
の
事
務
用
椅
子
の
飽
く
な
き
開
発
競
争
。
ま
た
、
骨
董
品
の

よ
う
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
対
象
と
す
る
若
い
マ
ニ
ア
ッ
ク
な
人
た
ち
を
見
て
い
る
と
、
彼
ら
に
と
っ
て
椅
子
は
計
り
し
れ
な
い

魅
力
を
秘
め
た
「
イ
コ
ン
」
に
ま
で
な
っ
て
い
る
か
に
見
え
る
。

私
が
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
椅
子
と
初
め
て
出
会
っ
た
の
は
大
学
二
年
生
の
初
夏
。
木
造
校
舎
で
、
冷
房
な
ど
の
存
在
す
ら
知

ら
ず
、
夜
と
も
な
れ
ば
蛙
の
合
唱
を
聞
き
な
が
ら
イ
ー
ム
ズ
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
椅
子
を
実
測
・
作
図
す
る
と
い
う
課
題
の
と
き
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
一
九
五
〇
年
代
末
か
ら
六
〇
年
代
の
初
頭
に
は
、
美
術
館
や
百
貨
店
で
開
催
さ
れ
る
展
覧
会
で
当
時
の
世
界
的

に
著
名
な
椅
子
を
美
術
作
品
の
よ
う
に
眺
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
名
品
に
使
用
さ
れ
て
い
る
現
場
で
出
会
っ
た
の
は
六
〇
年
代
半
ば
の
ア
メ
リ
カ
で
、
中
で
も
イ
リ
ノ
イ
工
科
大

学
・
ク
ラ
ウ
ン
ホ
ー
ル
で
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
チ
ェ
ア
と
の
遭
遇
は
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
ミ
ー
ス
教
の
ご
本
尊
（
巨
匠
・
ミ
ー
ス
が

設
計
し
た
ク
ラ
ウ
ン
ホ
ー
ル
を
私
が
ミ
ー
ス
教
の
本
堂
と
呼
ぶ
の
は
、
イ
リ
ノ
イ
工
科
大
学
の
建
築
科
で
は
建
築
を
学
ぶ
と
い

う
の
は
ミ
ー
ス
の
建
築
を
学
ぶ
こ
と
で
あ
り
、
学
期
末
の
展
覧
会
で
は
ミ
ー
ス
流
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
で
、
そ
こ
に
鎮
座
す
る
ミ

ー
ス
の
胸
像
は
ご
本
尊
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
）
が
見
つ
め
る
中
で
、
見
る
こ
と
、
触
る
こ
と
す
ら
で
き
な
か
っ
た
バ
ル

セ
ロ
ナ
チ
ェ
ア
と
学
生
が
実
習
の
合
間
に
戯
れ
て
い
る
光
景
は
今
も
忘
れ
難
い
モ
ダ
ン
デ
ザ
イ
ン
の
椅
子
と
の
原
風
景
で
あ

る
。
も
う
一
点
、
駆
け
出
し
の
こ
ろ
に
は
考
え
も
及
ば
な
か
っ
た
が
、
ア
メ
リ
カ
の
デ
ザ
イ
ン
現
場
に
入
っ
て
み
て
初
め
て
知

っ
た
デ
ザ
イ
ン
と
製
造
・
販
売
と
の
関
係
で
あ
る
。
今
で
こ
そ
当
然
至
極
の
こ
と
だ
が
、
企
業
に
お
け
る
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
や

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
な
ど
の
展
開
手
法
、
さ
ら
に
椅
子
と
社
会
シ
ス
テ
ム
の
関
係
性
に
瞠
目
さ
せ
ら
れ
、
表
層
的
な
造
形
の
奥
に

あ
る
「
こ
れ
ぞ
デ
ザ
イ
ン
」
と
い
う
べ
き
も
の
は
、
私
の
デ
ザ
イ
ン
活
動
の
原
点
と
な
っ
て
い
る
。

本
書
は
、「
大
阪
府
家
具
連
合
会
」（
大
阪
の
家
具
の
製
造
か
ら
卸
・
小
売
業
の
す
べ
て
を
束
ね
た
組
織
）
が
発
行
す
る
機
関

紙
『
家
具
タ
イ
ム
ズ
』
に
二
〇
〇
三
年
か
ら
九
年
余
り
に
わ
た
り
「
私
の
出
会
っ
た
一
〇
〇
脚
の
椅
子
」
と
し
て
連
載
し
て
き

た
も
の
を
加
筆
・
補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
家
具
の
製
造
・
販
売
に
関
わ
る
経
営
者
か
ら
若
い
人
た
ち
ま
で
を
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対
象
に
、
二
〇
世
紀
の
椅
子
が
ど
の
よ
う
な
背
景
か
ら
生
ま
れ
、
発
展
し
て
き
た
か
、
ま
た
そ
れ
ら
が
登
場
し
た
と
き
の
状

況
、
さ
ら
に
私
が
初
め
て
そ
れ
ら
と
出
会
っ
た
と
き
に
、
い
か
に
対
峙
し
、
感
動
し
た
か
を
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や
す
く
書
こ

う
と
し
て
は
じ
め
た
。

私
は
椅
子
の
研
究
者
で
は
な
い
。
一
九
六
〇
年
以
来
、
建
築
か
ら
イ
ン
テ
リ
ア
や
家
具
、
照
明
器
具
な
ど
の
製
品
か
ら
鉄
道

車
両
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ザ
イ
ン
実
務
に
携
っ
て
き
た
が
、
椅
子
も
特
注
品
か
ら
メ
ー
カ
ー
の
量
産
品
、
そ
れ
も
住
宅
用
か
ら

オ
フ
ィ
ス
の
事
務
用
椅
子
、
屋
外
用
の
ベ
ン
チ
か
ら
船
舶
・
車
両
用
の
椅
子
ま
で
お
よ
そ
椅
子
の
デ
ザ
イ
ン
な
ら
な
ん
で
も
や

っ
て
き
た
。
し
た
が
っ
て
、
本
書
で
取
り
上
げ
た
椅
子
に
は
多
く
の
示
唆
を
受
け
た
が
、
六
〇
年
代
以
後
の
椅
子
に
つ
い
て
は

先
を
越
さ
れ
た
思
い
や
時
に
は
対
抗
心
を
掻
き
立
て
ら
れ
る
対
象
で
も
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
想
い
も
あ
っ
て
、
本
書
は
デ
ザ
イ

ン
実
務
者
の
体
験
的
「
椅
子
物
語
」
で
あ
る
。

巷
に
モ
ノ
が
あ
ふ
れ
、
お
金
で
な
ん
で
も
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
昨
今
、
二
〇
世
紀
の
名
品
も
散
乱
し
、
現
在
の
経
済

状
況
で
は
買
え
る
価
格
と
な
る
一
方
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
品
と
称
し
て
形
態
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
意
図
す
る
質
や

デ
ィ
テ
ー
ル
の
異
な
る
粗
悪
な
も
の
も
急
増
す
る
。
そ
れ
を
見
間
違
う
若
い
人
た
ち
を
見
る
と
、
彼
ら
の
モ
ノ
に
接
す
る
感
覚

が
私
な
ど
と
は
ま
る
で
違
う
こ
と
を
実
感
す
る
が
、
一
脚
の
椅
子
で
あ
っ
て
も
、
モ
ノ
が
な
く
、
貧
し
い
時
代
に
育
っ
た
私
な

ど
は
、
最
初
に
雑
誌
で
出
会
い
、
ま
た
現
物
に
触
れ
た
と
き
の
感
動
は
忘
れ
難
く
、
今
で
も
格
別
の
記
憶
と
し
て
鮮
明
に
よ
み

が
え
る
。

　
　

ア
メ
リ
カ
・
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の
最
盛
期
に
そ
の
誕
生
や
さ
ま
ざ
ま
な
現
場
に
立
ち
会
え
た
こ
と
は
、
幸
せ
な
時
代
と

の
遭
遇
だ
っ
た
と
感
謝
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

—
 

Ｅ
・
Ｔ
・
ホ
ー
ル
︵E

dw
ard T.H

all 

一
九
一
四
～
二
〇
〇
九
︶
は
著
名
な

ア
メ
リ
カ
の
文
化
人
類
学
者
で
、
多
く
の
大
学
で
教
鞭
も
と
っ
た
が
、
筆
者
が
イ

リ
ノ
イ
工
科
大
学
在
学
中
に
は
教
授
と
し
て
在
籍
。
そ
の
代
表
的
な
著
書
に

﹃The H
idden D

im
ension

﹄︵﹃
か
く
れ
た
次
元
﹄
日
高
敏
隆･

佐
藤
信
行
訳 

、

み
す
ず
書
房
︶
の
ほ
か
に
﹃The S

ilent Language

﹄︵﹃
沈
黙
の
こ
と
ば
﹄
国

弘
正
雄
・
長
井
善
見
・
斉
藤
美
津
子
訳
、
南
雲
堂
︶
な
ど
が
あ
る
。
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… 

88

 

デ
ン
マ
ー
ク
流
リ･

デ
ザ
イ
ン
の
原
点 

… 

90

21 

エ
リ
ッ
ク
・
グ
ン
ナ
ー
ル
・
ア
ス
プ
ル
ン
ド
の「
イ
ェ
ー
テ
ボ
リ
１
」 

… 

92

 

今
、
な
ぜ
ア
ス
プ
ル
ン
ド
な
の
か
。

 

復
刻
さ
れ
た
ア
ス
プ
ル
ン
ド
の
椅
子
を
め
ぐ
っ
て 

… 

94

22 

ジ
ョ
ー
ジ
・
フ
ェ
ラ
ー
リ
ー
・
ハ
ー
ド
イ
ら
の
ハ
ー
ド
イ
チ
ェ
ア 

… 

96

 

一
脚
の
コ
ピ
ー
の
意
味 

… 

98

23 

ア
ル
ミ
の
薄
板
を
プ
レ
ス
し
て
背
と
座
を
一
体
と
し
た

 

ハ
ン
ス
・
コ
レ
ー
の「
ラ
ン
デ
ィ
」
か
ら
の
ア
ル
ミ
の
椅
子
の
系
譜 

… 

100

 

一
九
二
〇
年
代
か
ら
日
本
で
も
模
索
さ
れ
た
鋼
管
や
ア
ル
ミ
の
椅
子 

… 

102

24 

フ
ィ
ン
・
ユ
ー
ル
の「
Ｎ
Ｖ
45
」 

… 

104

 

落
水
荘
で
の
フ
ィ
ン
・
ユ
ー
ル 

… 

106

25 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
イ
ー
ム
ズ
の
プ
ラ
イ
ウ
ッ
ド
チ
ェ
ア

 
 「

Ｌ
Ｃ
Ｗ
」「
Ｄ
Ｃ
Ｗ
」「
Ｌ
Ｃ
Ｍ
」「
Ｄ
Ｃ
Ｍ
」 

… 

108

 

「
群
れ
」
を
な
し
た
椅
子
の
様
相 

― 

さ
ん
ざ
め
く
三
次
元
の
曲
面 

… 

110

26 

ハ
ン
ス
・
ウ
ェ
グ
ナ
ー
の
ピ
ー
コ
ッ
ク
チ
ェ
ア
と
二
つ
の
大
型
の
椅
子
・

 

フ
ラ
ッ
グ
ハ
リ
ヤ
ー
ド
チ
ェ
ア
、
ジ
・
オ
ッ
ク
ス
チ
ェ
ア 

… 

112

 

空
間
の「
か
た
ち
」を
決
め
る 

… 

114

27 

エ
ー
ロ
・
サ
ー
リ
ネ
ン
の
ウ
ー
ム
チ
ェ
ア 

… 

116

 

ア
メ
リ
カ
近
代
デ
ザ
イ
ン
の
郷さ

と 

… 

118

28 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
イ
ー
ム
ズ
の
Ｆ
Ｒ
Ｐ
の
シ
ェ
ル
チ
ェ
ア 

… 

120

 

夢
、
そ
の
実
現
に
向
け
て 

… 

122

29 

フ
ィ
ン
・
ユ
ー
ル
の
チ
ー
フ
テ
ィ
ン
・
チ
ェ
ア 

… 

124

 

シ
カ
ゴ
で
フ
ィ
ン
・
ユ
ー
ル
に
学
ぶ 

… 

126

30 

オ
ー
レ
・
ヴ
ァ
ン
シ
ャ
ー
の
肘
掛
椅
子
「
No.
1
4
9
」 … 

128

 

手
で「
想
い
」を
伝
え
た
こ
ろ 

… 

130

31 

ハ
ン
ス
・
ウ
ェ
グ
ナ
ー
の「
ザ
・
チ
ェ
ア
」 

… 

132

 

大
学
生
活
を
支
え
て
く
れ
た
恋
人 

… 

134

32 

ボ
ー
エ
・
モ
ー
エ
ン
セ
ン
の「
Ｊ-

39
」
と
ハ
イ
バ
ッ
ク
の
安
楽
椅
子 

… 

136

 

古
い
も
の
の
持
つ
力
、
椅
子
の
力 

… 

138

33 

ペ
ー
タ
ー
・
ヴ
ィ
ッ
ツ
と

 

オ
ー
ラ
ー
・
ミ
ュ
ル
ガ
ー
ド
・
ニ
ー
ル
セ
ン
の
Ａ
Ｘ
チ
ェ
ア 

… 

140

 

若
き
日
の
無
謀
な
挑
戦 

… 

142

34 

ハ
ン
ス
・
ウ
ェ
グ
ナ
ー
の
Ｙ
チ
ェ
ア（
Ｃ
Ｈ-

24
） 

… 

144

 

座
る
こ
と
だ
け
で
は
な
か
っ
た
Ｙ
チ
ェ
ア 

… 

146

35 

ロ
ビ
ン
・
デ
イ
の
ラ
ウ
ン
ジ
チ
ェ
ア「
No.
6
5
8
」 

… 

148

 

「
見
え
る
」と
は 

… 

150

36 

ジ
オ
・
ポ
ン
テ
ィ
の
「
ス
ー
パ
ー
レ
ジ
ェ
ー
ラ
」 

… 

152

 

軽
さ
へ
の
憧
憬 

… 

154

37 

ニ
ー
ル
ス
・
Ｏ
・
ム
ラ
ー
の
一
連
の
小
椅
子 

… 

156

 

平
凡
の
中
の
非
凡
、
企
業
理
念
を
表
出
さ
せ
た
モ
ノ
づ
く
り 

… 

158

38 

ハ
リ
ー
・
ベ
ル
ト
イ
ア
の
ス
テ
ィ
ー
ル
ワ
イ
ヤ
ー
・
メ
ッ
シ
ュ
を

 

シ
ェ
ル
と
し
た
一
連
の
椅
子 

…  

160

 

空
気
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

… 

162

39 

ア
ル
ネ
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン
の
成
型
合
板
に
よ
る

 

ア
ン
ト
チ
ェ
ア
と
セ
ブ
ン
チ
ェ
ア 

… 

164

 

半
世
紀
に
わ
た
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド 

… 

166

40 

フ
ロ
ー
レ
ン
ス
・
ノ
ー
ル
の
ソ
フ
ァ「
No. 

67
」と

 

ラ
ウ
ン
ジ
チ
ェ
ア「
No.
2
5
5
1
」 

… 

168

 

近
代
デ
ザ
イ
ン
へ
の
進
取
の
極
み 

… 

170
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41 

オ
ズ
ワ
ル
ド
・
ボ
ル
サ
ー
ニ
の
「
Ｐ
40
」 

… 

172

 
可
変
す
る
椅
子
か
ら
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
へ 

… 

174

42 
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
・
ペ
リ
ア
ン
の
ぺ
リ
ア
ン
チ
ェ
ア 

… 

176

 

ペ
リ
ア
ン
の
棚
と
の
邂
逅 

… 

178

43 

フ
ラ
ン
コ
・
ア
ル
ビ
ー
ニ
の
「
ル
イ
ザ
」 

… 

180

 

近
く
に
感
じ
た
イ
タ
リ
ア
だ
っ
た
が 

… 

182

44 

ポ
ー
ル
・
ケ
ア
ホ
ル
ム
の
「
Ｐ
Ｋ
22
」
と
「
Ｐ
Ｋ
24
」 

… 

184

 

デ
ン
マ
ー
ク
の
奇
才
、
そ
の
気
品
に
満
ち
た
造
形 

… 

186

45 

ジ
ョ
ー
ジ
・
ネ
ル
ソ
ン
の
マ
シ
ュ
マ
ロ
ソ
フ
ァ 

… 

188

 

ネ
ル
ソ
ン
の
ベ
ス
ト
デ
ザ
イ
ン
は
「
ネ
ル
ソ
ン
」 

… 

190

46 

柳
宗
理
の
バ
タ
フ
ラ
イ
ス
ツ
ー
ル 

… 
192

 

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
中
、
日
本
の
椅
子
は
？ 

… 
194

47 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
イ
ー
ム
ズ
の
ラ
ウ
ン
ジ
チ
ェ
ア「
No.
6
7
0
」 

… 

196

 

青
春
の
証 

… 

198

48 

エ
ー
ロ
・
サ
ー
リ
ネ
ン
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
チ
ェ
ア 

… 

200

 

空
港
か
ら
香
り
が
消
え
た
日 

… 

202

49 

カ
ス
テ
ィ
リ
オ
ー
ニ
兄
弟
の「
メ
ッ
ツ
ァ
ー
ド
ロ
」 

… 

204

 

モ
ノ
を
「
見
て
取
る
力
」 

… 

206

50 

ア
ル
ネ
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン
の
ス
ワ
ン
チ
ェ
ア
と
エ
ッ
グ
チ
ェ
ア 

… 

208

 

貧
乏
旅
行
の
果
て
に
再
会
し
た
憧
れ 

… 

210

51 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
イ
ー
ム
ズ
の
ア
ル
ミ
ナ
ム
・
グ
ル
ー
プ 

… 

212

 

ア
メ
リ
カ
・
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
の「
椅
子
の
中
の
椅
子
」

 

― 

製
品
在
庫
の
な
い
椅
子 

… 

214

52 

ボ
ー
エ
・
モ
ー
エ
ン
セ
ン
の
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
チ
ェ
ア 

… 

216

 

キ
ン
ベ
ル
で
の
モ
ー
エ
ン
セ
ン 

… 

218

53 

剣
持
勇
の「
籐
の
丸
い
椅
子
」 

… 

220

 

ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
・
モ
ダ
ン
、
そ
の
嚆
矢 

… 

222

54 

長
大
作
の
低
座
椅
子 

… 

224

 

一
九
六
〇
年
、
浮
か
せ
た
大
き
な
丸
い
座 

… 

226

55 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
イ
ー
ム
ズ
の
タ
ン
デ
ム
・
シ
ー
テ
ィ
ン
グ 

… 

228

 

六
〇
年
代
、
ア
メ
リ
カ
ら
し
さ
の
象
徴 

… 

230

56 

ジ
ョ
ー
ジ
・
ネ
ル
ソ
ン
の
ス
リ
ン
グ
ソ
フ
ァ 

… 

232

 

わ
が
師
ネ
ル
ソ
ン
と
そ
の
事
務
所 

… 

234

57 

ヨ
ー
ゲ
ン
・
カ
ス
ト
ホ
ル
ム
と
プ
レ
ベ
ン
・
フ
ァ
ブ
リ
シ
ウ
ス
の

 
 「

シ
ミ
タ
ー
」（
63
） 

… 

236

 

踏
み
外
し
た
国
際
舞
台
へ
の
足
が
か
り 

… 

238

58 

グ
レ
ー
テ
・
ヤ
ル
ク
の
Ｇ
Ｊ
チ
ェ
ア 

… 

240

 

幻
の
男
と
女
の
椅
子 

… 

242

59 

マ
ル
コ
・
ザ
ヌ
ー
ゾ
と
リ
チ
ャ
ー
ド
・
サ
パ
ー
の
子
ど
も
用
椅
子 

… 

244

 

科
学
技
術
の
生
か
し
ど
こ
ろ
、
バ
ケ
ツ
と
椅
子
の
違
い 

… 

246

60 

紙
と
い
う
素
材
の
代
表
と
し
て

 

ピ
ー
タ
ー
・
マ
ー
ド
ッ
ク
の
子
ど
も
用
椅
子「
ス
ポ
ッ
テ
ィ
」と

 

日
本
の
椅
子
か
ら
渡
辺
力
の「
リ
キ
ス
ツ
ー
ル
」 

… 

248

 

紙
の
椅
子
、
モ
ノ
を
使
い
捨
て
た
時
代 

… 

250

61 
デ
ー
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
の
「
Ｇ
Ｆ
40
／
４
」 

… 

252

 
一
脚
の
椅
子
に
人
生
を
か
け
た
デ
ザ
イ
ナ
ー 

… 

254

62 

ド
ン
・
ア
ル
ビ
ン
ソ
ン
の
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
チ
ェ
ア 

… 

256

 

時
代
が
生
ん
だ
造
形 

… 

258

9

63 

ガ
エ
・
ア
ウ
レ
ン
テ
ィ
の
「
ロ
ク
ス
・
ソ
ル
ス
」 

… 

260

 

世
に
出
て
、
認
知
さ
れ
る
デ
ザ
イ
ン
と
は 

… 

262

64 

イ
エ
ン
ス
・
ニ
ー
ル
セ
ン
の
「
ラ
ミ
ネ
ッ
ク
ス
」 

… 

264

 

究
極
の
ア
セ
ン
ブ
リ
ー 

… 

266

65 

チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ポ
ロ
ッ
ク
の
事
務
用
椅
子
「
12
Ｅ
１
」 

… 

268

 

「
ふ
っ
く
ら
し
た
形
態
」
が
暗
示
し
た
も
の 

… 

270

66 

オ
リ
ヴ
ィ
エ
・
ム
ル
グ
の
「
ジ
ン
」
と
人
型
の
椅
子
「
ブ
ー
ル
ー
ム
」 

…  

 272

 

万
博
の
残
し
た
も
の 

… 

274

67 

エ
ー
ロ
・
ア
ー
ル
ニ
オ
の
ボ
ー
ル
チ
ェ
ア 

… 

276

 

デ
ザ
イ
ン
を
観
光
資
源
に
し
た
ヘ
ル
シ
ン
キ 

… 

278

68 

ウ
ォ
ー
レ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
ナ
ー
の
「
プ
ラ
ッ
ト
ナ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」 

… 

280

 

イ
ン
テ
リ
ア･

ア
ー
キ
テ
ク
ト
、
ウ
ォ
ー
レ
ン
・
プ
ラ
ッ
ト
ナ
ー 

… 

282

69 

リ
チ
ャ
ー
ド
・
シ
ュ
ル
ツ
の「
レ
ジ
ャ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」 

… 

284

 

社
員
を
ス
タ
ー
に
し
た
フ
ロ
ー
レ
ン
ス･

ノ
ー
ル
の
慧
眼 

… 

286

70 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ス
テ
ィ
ー
ヴ
ン
ス
の
サ
イ
ド
チ
ェ
ア 

… 

288

 

六
〇
年
代
の「K

noll

」、
そ
の
黄
金
時
代
の
デ
ザ
イ
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト 

… 

290

71 

ジ
ョ
エ
・
コ
ロ
ン
ボ
の
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
」 

… 

292

 

六
〇
年
代
、
ミ
ラ
ノ
か
ら
の
咆
哮 

… 

294

72 

ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
パ
ン
ト
ン
の
パ
ン
ト
ン
チ
ェ
ア 

… 

296

 

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
に
よ
っ
て
生
ま
れ
、
変
遷
し
た
パ
ン
ト
ン
チ
ェ
ア 

… 

298

73 

ピ
エ
ー
ル
・
ポ
ー
ラ
ン
の「
タ
ン
」 

… 

300

 

自
由
な
造
形
へ
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー 

… 

302

74 

デ
・
パ
ス
、
ド
ゥ
ル
ビ
ー
ノ
、
ロ
マ
ッ
ツ
ィ
の
空
気
の
椅
子「
ブ
ロ
ウ
」 

… 

304

 

椅
子
に
詰
め
込
ま
れ
た
空
気
と
周
囲
の
空
気 

… 

306

75 

ガ
ッ
テ
ィ
、
パ
ー
オ
リ
ー
ニ
、
テ
オ
ド
ロ
の
「
サ
ッ
コ
」 

… 

308

 

一
九
六
八
年
に
誕
生
し
た
「
豆
袋
」
の
椅
子
、
ザ
ノ
ッ
タ
社
あ
っ
て
の
「
サ
ッ
コ
」 

… 

310

76 

ヨ
ー
ン
・
ウ
ッ
ツ
オ
ン
の
「
シ
ス
テ
ム
・
シ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

 

あ
る
い
は
イ
ー
ジ
ー
チ
ェ
ア
と
フ
ッ
ト
ス
ツ
ー
ル 

… 

312

 

一
九
六
八
年
、
パ
ー
ツ
が
織
り
な
す
華
麗
な
シ
ス
テ
ム
に

 

込
め
ら
れ
た
シ
ド
ニ
ー
へ
の
思
い 

… 

314

77 

ヴ
ィ
コ
・
マ
ジ
ス
ト
レ
ッ
テ
ィ
の
「
セ
レ
ー
ネ
」 

… 

316

 

鮮
や
か
な
「
み
ど
り
」
に
魅
せ
ら
れ
て 

… 

318

78 

ア
フ
ラ
＆
ト
ビ
ア
・
ス
カ
ル
パ
の
「
ソ
リ
ア
ナ
」 

… 

320

 

父
・
カ
ル
ロ
の
継
承
か
ら
独
自
性
へ 

… 

322

79 

ガ
エ
タ
ー
ノ
・
ペ
ッ
シ
ェ
の
「
Ｕ
Ｐ
」
シ
リ
ー
ズ 

… 

324

 

異
端
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー 

… 

326

80 

折
り
た
た
み
椅
子
の
代
表
と
し
て

 

ジ
ャ
ン
カ
ル
ロ
・
ピ
レ
ッ
テ
ィ
の
「
プ
リ
ア
」 

… 

328

 

ポ
ス
ト
モ
ダ
ニ
ズ
ム
が
デ
ザ
イ
ン
を
荒
廃
さ
せ
た 

… 

330

81 

ア
ン
テ
ィ
＆
ヴ
ォ
ッ
コ
・
ヌ
ル
メ
ス
ニ
エ
ミ
の
ラ
ウ
ン
ジ
チ
ェ
ア
「
No.
0
0
4
」 

… 

332

 

衣
服
を
纏
っ
た
椅
子
と
、
忘
れ
が
た
い
幻
の
一
脚 

… 

334

82 

ヨ
ハ
ン
・
ホ
ル
ト
と
ヤ
ン
・
ド
ラ
ン
ガ
ー
の
「
ス
タ
ン
ス
」 

… 

336

 

ジ
ー
ン
ズ
の
ハ
ー
ト
を
持
つ
椅
子
「
ス
タ
ン
ス
」、
そ
の
成
立
し
た
時
代 

… 

338

83 

フ
ラ
ン
ク
・
ゲ
ー
リ
ー
の
ダ
ン
ボ
ー
ル
を
素
材
と
し
た

 

ウ
ィ
グ
ル
・
サ
イ
ド
チ
ェ
ア 

… 

340

 

驚
嘆
さ
れ
続
け
た
ゲ
ー
リ
ー
と
そ
の
椅
子
た
ち 

… 

342

84 

ヴ
ィ
コ
・
マ
ジ
ス
ト
レ
ッ
テ
ィ
の

 
 「

マ
ラ
ル
ン
ガ
」
と
「
シ
ン
ド
バ
ッ
ド
」 

… 

344

 

マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
に
姿
を
現
し
、
消
え
た
椅
子 

… 

346
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85 

ゲ
ル
ド
・
ラ
ン
ゲ
の
「
フ
レ
ッ
ク
ス
」 

… 

348

 
木
と
プ
ラ
ス
テ
ィ
ッ
ク
の
共
演 

… 

350

86 
パ
オ
ロ
・
デ
ガ
ネ
ッ
ロ（
ア
ー
キ
ズ
ー
ム
）の
「
ア
エ
オ
」 

… 

352

 
 

六
〇
年
代
末
、
イ
タ
リ
ア
の
新
た
な
鼓
動 

… 

354

87 

国
際
的
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略
の
代
表
と
し
て

 

エ
ミ
リ
オ
・
ア
ン
バ
ー
ス
と
ジ
ャ
ン
カ
ル
ロ
・
ピ
レ
ッ
テ
ィ
の

 
 「

ヴ
ァ
ー
テ
ブ
ラ
」 
… 
356

 

椅
子
、
そ
の
国
際
的
ビ
ジ
ネ
ス
戦
略 

… 

358

88 

マ
リ
オ
・
ベ
リ
ー
ニ
の
「
キ
ャ
ブ
」 

… 

360

 

「
人
」と
の
関
わ
り
か
ら
生
ま
れ
る
椅
子 
… 

362

89 

ピ
ー
タ
ー
・
オ
プ
ス
ヴ
ィ
ッ
ク
の
バ
ラ
ン
ス
チ
ェ
ア
「
バ
リ
ア
ブ
ル
」 

… 

364

 

覆
っ
た
「
座
る
」
と
い
う
概
念 

… 

366

90 

ア
ン
ナ
・
カ
ス
テ
リ
・
フ
ェ
リ
エ
ー
リ
の
ス
ツ
ー
ル
グ
ル
ー
プ 

… 

368

 

ジ
ョ
イ
ン
ト
部
材
を
座
に
し
た
椅
子 

… 

370

91 

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
時
代
の
事
務
用
椅
子
を
代
表
し
て

 

ウ
ィ
ル
ク
ハ
ー
ン
社
（
ク
ラ
ウ
ス
・
フ
ラ
ン
ク
と
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
・
ザ
ウ
ア
ー
）
の

 
 「

Ｆ
Ｓ
ラ
イ
ン
」 

… 

372

 

一
九
七
六
年
、
事
務
用
椅
子
が
動
き
出
し
た 

… 

374

92 

ル
ッ
ド
・
チ
ュ
ー
ゲ
セ
ン
と
ジ
ョ
ニ
ー
・
ソ
ー
レ
ン
セ
ン
の

 

８
０
０
０
番
シ
リ
ー
ズ 

… 

376

 

ク
ラ
フ
ト
を
越
え
た
木
の
ぬ
く
も
り 

… 

378

93 

マ
リ
オ
・
ボ
ッ
タ
の「
セ
コ
ン
ダ
」
と
パ
イ
プ
を
主
材
に
し
た
一
連
の
椅
子 

… 

380

 

記
憶
を
呼
び
覚
ま
し
た
ボ
ッ
タ
の
椅
子 

… 

382

94 

ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
椅
子
を
代
表
し
て

 

ミ
ケ
ー
レ
・
デ
・
ル
ッ
キ
の
「
フ
ァ
ー
ス
ト
」 

… 

384

 

八
〇
年
代
に
吹
い
た
「
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
」
と
い
う
つ
む
じ
風 

… 

386

95 

マ
ッ
シ
モ
・
ヴ
ィ
ネ
リ
の「
ハ
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選
定
の
基
準
と
記
載
内
容

本
書
は
大
阪
府
家
具
連
合
会
が
発
行
す
る
機
関

誌
「
家
具
タ
イ
ム
ズ
」
に
二
〇
〇
三
年
七
月
〜

二
〇
一
二
年
二
月
ま
で
「
私
が
出
会
っ
た
一
〇
〇

脚
の
椅
子
」
と
し
て
連
載
さ
れ
た
も
の
を
加
筆
・

補
正
し
た
も
の
で
あ
る
。

数
あ
る
近
・
現
代
の
椅
子
の
中
か
ら
デ
ザ
イ
ン

史
を
代
表
す
る
椅
子
を
選
ぶ
と
い
う
の
は
至
難
の

業
で
あ
る
。
連
載
途
中
か
ら
「
椅
子
を
め
ぐ
る
近

代
デ
ザ
イ
ン
史
」
と
し
て
客
観
的
に
と
ら
え
よ
う

と
し
て
、
選
ぶ
基
準
を
以
下
の
よ
う
に
設
け
た
。

選
ん
だ
中
に
は
個
人
的
な
こ
だ
わ
り
の
椅
子
も

あ
る
が
、
近
代
デ
ザ
イ
ン
史
上
で
取
り
上
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
も
の
は
加
え
た
。
し
た
が
っ
て
、

「
椅
子
を
め
ぐ
る
私
の
近
代
デ
ザ
イ
ン
史
」
と
い

え
る
も
の
と
し
た
。

ま
た
、
二
〇
世
紀
の
椅
子
の
辞
書
に
も
な
り
う

る
も
の
と
し
て
、
単
に
有
名
な
も
の
だ
け
で
は
な

く
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
視
点
で
選
び
、
中
に
は

歴
史
の
闇
に
消
え
て
い
く
よ
う
な
椅
子
に
つ
い
て

も
取
り
上
げ
た
。
な
お
、
そ
の
都
度
選
定
し
た
理

由
も
記
し
て
あ
る
が
、
具
体
的
な
こ
と
は
以
下
の

と
お
り
で
あ
る
。

椅
子
は
あ
く
ま
で
人
間
が
使
う
道
具
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
、
第
二
次
世
界
大
戦
以
後
︵
一
九
四
五
～
︶
は
、
一
部

を
除
い
て
あ
る
程
度
の
数
量
が
計
画
的
に
生
産
さ
れ
、
使

用
さ
れ
た
も
の
を
前
提
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
一
九
四

五
年
以
前
、
椅
子
を
計
画
的
に
つ
く
る
と
い
う
こ
と
が
な

か
っ
た
時
代
の
も
の
は
、
近
代
デ
ザ
イ
ン
史
上
、
あ
る
い

は
デ
ザ
イ
ン
思
潮
に
お
い
て
エ
ポ
ッ
ク
と
な
っ
た
も
の
や

復
刻
生
産
さ
れ
た
も
の
を
対
象
と
し
た
。

造
形
、
素
材
、
構
成
、
製
造
技
術
な
ど
で
同
類
の
も
の
は

極
力
年
代
が
先
の
も
の
を
選
ん
だ
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
し

て
造
形
を
含
め
完
成
度
の
高
い
も
の
、
あ
る
い
は
そ
の
後

に
与
え
た
影
響
力
の
大
き
さ
で
選
ん
だ
も
の
も
あ
る
。
ま

た
、
多
様
な
素
材
︵
紙
な
ど
︶
や
ア
セ
ン
ブ
リ
ー
方
法
が

特
異
な
も
の
、
そ
れ
ら
の
先
駆
け
と
な
っ
た
も
の
も
選
ん

だ
。

九
九
の
項
目
と
し
た
こ
と
に
特
段
の
意
味
は
な
い
。
発
売

時
に
注
目
さ
れ
、
造
形
の
美
し
さ
や
ユ
ニ
ー
ク
さ
な
ど
の

点
か
ら
あ
と
二
〇
脚
ぐ
ら
い
は
﹁
二
〇
世
紀
の
椅
子
﹂
と

し
て
加
え
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
本
書
で
は
割
愛
し
た
。

椅
子
と
い
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
書
物
で
は
住
居
用
と
い
う

か
、
一
般
的
な
椅
子
の
み
を
扱
う
が
、
こ
れ
以
外
に
も
屋

外
用
や
車
両
・
船
舶
な
ど
の
移
動
空
間
用
の
椅
子
、
さ
ら

に
あ
る
種
の
人
に
と
っ
て
は
人
生
で
最
も
長
時
間
使
用
す

る
も
の
に
オ
フ
ィ
ス
で
の
事
務
用
椅
子
が
あ
る
。
事
務
用

椅
子
に
関
し
て
言
え
ば
、
こ
れ
だ
け
で
二
〇
世
紀
初
頭
か

ら
の
系
譜
を
た
ど
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
椅
子
に
関
わ

る
研
究
者
は
取
り
上
げ
る
こ
と
が
あ
ま
り
な
い
。
本
書
で

は
屋
外
や
公
共
空
間
の
た
め
の
椅
子
に
加
え
、
事
務
用
椅

子
と
し
て
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
の
椅
子
に
は
じ

ま
る
代
表
的
な
も
の
数
脚
を
取
り
上
げ
た
。

本
文
は
テ
ー
マ
と
し
た
椅
子
に
つ
い
て
概
説
と
エ
ッ
セ
イ

の
二
部
構
成
か
ら
な
り
、概
説
で
は
作
者
の
略
歴
に
加
え
、

テ
ー
マ
と
し
た
椅
子
の
概
要
と
と
も
に
関
連
す
る
ほ
か
の

仕
事
に
つ
い
て
も
記
し
、
選
ん
だ
椅
子
の
周
辺
事
情
も
明

ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
た
。
エ
ッ
セ
イ
部
分
は
そ
の
椅
子

に
出
会
っ
た
と
き
の
感
動
や
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
体
験
な
ど

の
個
人
的
な
説
明
を
綴
り
、
そ
の
椅
子
の
理
解
を
助
け
る

よ
う
に
努
め
て
い
る
。

歴
史
的
変
遷
の
理
解
を
助
け
る
意
味
か
ら
掲
載
順
序
は
年

代
順
と
し
た
が
、
エ
ッ
セ
イ
部
分
に
は
九
年
余
り
の
時
間

的
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
り
、初
出
の
時
期
を
文
末
に
明
記
し
た
。

同
一
作
者
が
複
数
回
に
わ
た
っ
て
登
場
す
る
場
合
、
最
初

の
稿
で
作
者
の
略
歴
な
ど
の
概
要
も
記
し
、
以
後
は
テ
ー

マ
と
な
っ
た
椅
子
に
つ
い
て
記
し
て
あ
る
の
で
、
合
わ
せ

て
参
考
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

数
人
の
作
者
と
は
直
接
疑
問
点
な
ど
を
情
報
交
換
し
、
新

情
報
や
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
事
実
も
明
ら
か

に
し
て
い
る
。

椅
子
の
製
作
年
︵
デ
ザ
イ
ン
年
︶
に
関
し
て
資
料
に
よ
っ

て
異
な
る
も
の
が
あ
り
、
可
能
な
限
り
精
査
し
て
明
記
し

た
が
、そ
れ
で
も
差
異
が
あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。

本
書
の
題
名
を
﹁
20
世
紀
の
椅
子
た
ち
﹂
と
し
た
が
、
近

代
デ
ザ
イ
ン
へ
の
流
れ
と
し
て
重
要
な
、
19
世
紀
以
前
の

シ
ェ
ー
カ
ー
や
ト
ー
ネ
ッ
ト
の
椅
子
も
加
え
た
。
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ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
椅
子
の
中
で
、

現
在
で
も
普
通
に
使
え
る
椅
子
が
「
Ｌ
Ｃ
２
」
と
「
Ｌ
Ｃ

３
」
の
安
楽
椅
子
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
は
、
高
さ
と
横
幅

の
寸
法
、
座
部
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
の
構
成
が
異
な
る
ぐ
ら
い

で
ほ
と
ん
ど
同
じ
デ
ザ
イ
ン
と
い
っ
て
よ
い
。
カ
ッ
シ
ー

ナ
社
に
よ
っ
て
一
九
六
五
年
に
復
刻
さ
れ
た
「
Ｌ
Ｃ
２
」

は
一
人
掛
け
、
二
人
掛
け
、
三
人
掛
け
の
三
種
類
。
横
幅

が
大
き
い
「
Ｌ
Ｃ
３
」
は
一
人
掛
け
、
二
人
掛
け
の
二
種

類
が
あ
る
。 

太
さ
の
異
な
る
二
種
類
の
パ
イ
プ
で
構
成
さ
れ
た
「
支

持
す
る
部
分
」
と
、
複
数
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
か
ら
な
る
「
支

持
さ
れ
る
部
分
」
と
の
二
分
法
に
よ
る
構
成
は
、
細
い
パ

イ
プ
と
マ
ッ
シ
ブ
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
の
対
比
に
よ
り
さ
ら

に
明
快
と
な
り
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
合
理
主
義
の
理

論
が
表
現
さ
れ
た
二
〇
世
紀
の
名
品
で
あ
る
。

現
在
の
視
点
で
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
フ
レ
ー
ム
に
ク
ッ

シ
ョ
ン
を
置
い
て
安
楽
椅
子
に
す
る
と
い
う
構
成
は
ご
く

一
般
的
に
見
ら
れ
る
が
、
当
時
と
し
て
は
革
新
的
で
、
こ

の
よ
う
な
構
成
の
椅
子
は
こ
れ
以
前
に
は
な
く
（
一
年
遅

れ
て
ミ
ー
ス
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
チ
ェ
ア
が
あ
る
）、
六
〇
年
代

以
後
の
日
本
で
一
般
化
し
た
「
置
き
ク
ッ
シ
ョ
ン
タ
イ

プ
」
の
先
駆
け
で
あ
る
。
ま
た
、
一
九
三
五
年
に
な
っ
て

パ
リ
の
自
邸
の
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
た
と
い
う
長
椅
子

「
Ｌ
Ｃ
５
Ｆ
」
は
、
同
じ
置
き
ク
ッ
シ
ョ
ン
で
も
背
の
ク
ッ

シ
ョ
ン
が
三
個
に
分
か
れ
、
長
さ
の
異
な
る
長
椅
子
に
す

11

1928

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
、
ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ャ
ン
ヌ
レ
、
シ
ャ
ル

ロ
ッ
ト
・
ペ
リ
ア
ン
の
安
楽
椅
子
「
Ｌ
Ｃ
２
」「
Ｌ
Ｃ
３
」

デザイン： ル・コルビュジエ（Le Corbusier 1887～ 1965）、
 ピエール・ジャンヌレ（Pierre Jeanneret 1896～ 1967）、
 シャルロット・ペリアン（Charlotte Perriand 1903～ 1999）
製造：1930年からトーネット社（Thonet）。1965年からカッシーナ社（Cassina）で復刻

 「LC3」（1928）

 「LC2」（1928）
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る
と
い
う
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
シ
ス
テ
ム
的
思
考
が
読

み
取
れ
る
。

現
在
、
カ
ッ
シ
ー
ナ
社
で
復
刻
さ
れ
た
「
Ｌ
Ｃ
２
」
と

「
Ｌ
Ｃ
３
」
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
は
硬
い
し
っ
か
り
と
し
た
革
張

り
で
あ
る
が
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
で
は
羽
毛
を
詰
め
た
ソ
フ

ト
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
上
、
パ
イ
プ
に
色
の

ラ
ッ
カ
ー
が
塗
装
さ
れ
た
も
の
も
あ
り
、
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

の
よ
う
な
ソ
フ
ト
な
ク
ッ
シ
ョ
ン
と
色
鮮
や
か
な
パ
イ
プ

の
構
成
で
復
刻
さ
れ
て
い
れ
ば
八
〇
年
代
か
ら
の
椅
子
の

カ
ジ
ュ
ア
ル
化
の
先
駆
け
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
の

現
代
性
は
驚
く
べ
き
も
の
で
あ
る
。

ピ
エ
ー
ル
・
ジ
ャ
ン
ヌ
レ
と
シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
・
ペ
リ
ア

ン
と
い
う
協
力
者
が
い
た
と
い
っ
て
も
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
が
二
一
世
紀
に
ま
で
息
づ
く
椅
子
（「
Ｌ
Ｃ
１
」〜「
Ｌ

Ｃ
８
」）
を
た
っ
た
一
年
間
で
デ
ザ
イ
ン
し
た
こ
と
は
驚
嘆

す
る
ほ
か
は
な
い
。

̶
 

横
山
正
訳
『
現
代
の
家
具
シ
リ
ー
ズ
２
、
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ

エ
の
家
具
』（
エ
ー
・
デ
ィ
ー
・
エ
ー
・
エ
デ
ィ
タ
、
一
九
七
八
）

 「LC2」のオリジナルに近いバージョン。パイプは
ブルーグレーのメタリックなラッカー吹付け。クッ
ションは羽根を詰めた革張り

 「LC3」の試作段階での原型

 「LC5F」（1935） ル・コルビュジエの住宅の代表作、サヴォア邸（1931）①

  「LC2」のフレーム 右のフレームにクッションを置いた「LC2」
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ひ
と
り
占
め
し
た
ロ
ン
シ
ャ
ン

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
と
い
う
建
築
家
を
知
っ
た
中
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
ロ
ン
シ
ャ
ン
の
教
会
を
一
度
見
て
み

た
い
と
い
う
夢
に
も
似
た
気
持
ち
を
抱
き
続
け
て
一
〇
年
以
上
経
っ
た
。

一
九
六
七
年
、
ア
メ
リ
カ
留
学
か
ら
の
帰
路
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
見
た
い
建
築
の
一
つ
に
あ
げ
て
は
み
た
も
の

の
、
ど
こ
に
あ
っ
て
、
ど
う
し
て
行
け
ば
よ
い
の
か
見
当
も
つ
か
な
か
っ
た
。
今
な
ら
そ
ん
な
情
報
は
巷
に
あ

ふ
れ
て
い
る
が
、
当
時
は
皆
目
わ
か
ら
ず
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
本
屋
で
立
ち
読
み
を
し
て
情
報
を
探
し
て
は
み

た
が
、
最
後
は
ス
イ
ス
の
ベ
ル
ン
ま
で
行
け
ば
な
ん
と
か
な
る
だ
ろ
う
、
と
い
う
安
易
な
気
持
ち
で
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
を
発
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅
す
る
途
中
、
パ
リ
の
空
港
で
ロ
ン
シ
ャ
ン
の
教
会
が
描
か
れ
た
切
手
を
偶
然
見
つ
け
、
さ

す
が
切
手
に
も
な
る
の
か
と
感
嘆
し
、 

記
念
に
一
枚
だ
け
買
っ
て
小
さ
な
手
帳
に
挟
み
込
ん
だ
。
こ
の
こ
と
が

後
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
に
な
る
と
は
知
ら
ず
に
。

真
冬
の
早
朝
、
と
い
っ
て
も
暗
闇
の
中
、
ベ
ル
ン
駅
前
の
安
宿
を
逃
げ
る
よ
う
に
出
て
汽
車
に
飛
び
乗
っ

た
。
前
夜
に
い
く
ら
調
べ
て
み
て
も
午
前
中
に
ロ
ン
シ
ャ
ン
に
着
く
汽
車
は
こ
れ
以
外
に
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
か
ら
で
あ
る
。

霜そ
う

晨し
ん

の
ロ
ン
シ
ャ
ン
駅
。
人
影
の
な
い
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
に
一
人
降
り
立
ち
、
汽
車
を
見
送
る
と
、
吐
く

息
の
み
が
白
く
あ
た
り
の
空
気
を
動
か
す
。
た
だ
た
だ
寒
か
っ
た
。
木
造
の
小
さ
な
駅
舎
で
は
、
白
髪
交
じ
り

の
年
老
い
た
駅
員
が
一
人
ス
ト
ー
ブ
に
石
炭
を
く
べ
て
い
た
。

こ
れ
か
ら
ど
う
し
て
行
け
ば
よ
い
の
か
も
わ
か
ら
ず
、
英
語
で
話
し
か
け
て
み
た
が
も
ち
ろ
ん
通
じ
る
わ
け

が
な
い
。
大
学
時
代
泣
き
泣
き
単
位
を
取
っ
た
程
度
の
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
全
く
役
に
立
た
な
い
。 
と
っ
さ
に
パ

リ
で
買
っ
た
切
手
を
思
い
出
し
、「
こ
こ
へ
行
き
た
い
」
と
指
し
示
し
て
、
手
話
ま
が
い
の
会
話
が
は
じ
ま
っ

筆者が訪れたとき、朝日に映えるロンシャンの教会
筆者がパリの空港で買ったロンシャン
の切手（1967年ごろの切手）

ロンシャンの教会へ行く道

55

た
。
老
人
は
得
意
げ
に
す
ぐ
さ
ま
行
く
べ
き
方
向
を
指
差
し
て
く
れ
た
が
、「
ま
だ
暗
い
し
、
寒
い
か
ら
も
う

少
し
ス
ト
ー
ブ
に
あ
た
っ
て
い
け
」
と
言
う
。
い
や
、
そ
う
言
っ
て
い
る
ら
し
い
。
お
互
い
ス
ト
ー
ブ
に
手
を

か
ざ
し
、 

沈
黙
の
合
間
に
手
話
と
英
語
と
フ
ラ
ン
ス
語
の
不
思
議
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
続
け
な
が
ら
日

が
昇
る
の
を
待
つ
こ
と
一
時
間
余
り
。
し
ら
じ
ら
と
夜
が
明
け
は
じ
め
た
こ
ろ
、
駅
前
の
小
さ
な
店
の
扉
が
あ

く
の
を
待
っ
て
パ
ン
を
一
つ
買
い
、
礼
を
述
べ
て
、
お
爺
さ
ん
が
示
し
て
く
れ
た
方
向
へ
歩
を
進
め
る
こ
と
に

し
た
。
だ
が
、
本
当
に
こ
の
先
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
に
な
っ
た
。
そ
れ
ほ
ど
の
勾
配
で
は
な
い
が
山

道
、
聞
き
た
く
て
も
あ
た
り
に
人
家
も
人
影
も
な
い
。
不
安
を
覚
え
な
が
ら
も
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と
二
〇
分
ぐ

ら
い
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
、 

丘
の
上
に
そ
れ
ら
し
き
姿
が
小
さ
く
見
え
隠
れ
し
て
き
た
。
思
わ
ず
「
あ
っ
た
」

と
呟
き
、
駆
け
出
し
て
い
た
。

冬
の
朝
日
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
ロ
ン
シ
ャ
ン
の
教
会
は
た
と
え
よ
う
も
な
く
美
し
く
、
丘
の
上
に
展
示
さ
れ

た
巨
大
な
野
外
彫
刻
を
見
る
よ
う
に
周
囲
を
歩
き
、
堪
能
す
る
ま
で
眺
め
回
し
た
。
折
し
も
扉
に
は
鍵
が
か
け

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
内
部
に
入
る
と
、
そ
こ
は
無
数
の
窓
か
ら
の
光
が
奏
で
る
私
一
人
の
な
ん
と
も
贅
沢
な

演
奏
会
場
と
化
し
、 

ど
こ
か
ら
と
も
な
く
聖
歌
隊
の
歌
声
が
聞
こ
え
る
よ
う
な
錯
覚
さ
え
覚
え
て
い
た
。
後
に

も
先
に
も
、
世
界
的
な
名
建
築
と
い
わ
れ
る
も
の
を
ひ
と
り
占
め
で
き
た
の
は
こ
の
と
き
限
り
で
あ
る
。

「
意
味
す
る
も
の
」
と
し
て
朝
日
に
映
え
る
外
部
と
、
一
転
し
て
、
無
数
の
窓
か
ら
の
光
と
影
に
よ
る
「
意
味

づ
け
ら
れ
る
も
の
」
と
し
て
の
内
部
空
間
。
感
動
覚
め
や
ら
ぬ
中
、
ゆ
っ
く
り
と
丘
を
下
り
な
が
ら
、「
支
持

す
る
部
分
」
と
「
支
持
さ
れ
る
部
分
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
安
楽
椅
子
「
Ｌ
Ｃ
２
」「
Ｌ
Ｃ
３
」
を
思
い
起

こ
し
て
い
た
。

今
当
時
を
振
り
返
る
と
、
ロ
ン
シ
ャ
ン
の
駅
か
ら
ど
う
し
て
、
ど
こ
へ
行
っ
た
の
か
も
思
い
出
せ
な
い
。
興

奮
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
日
の
夜
は
汽
車
を
乗
り
継
い
で
パ
リ
ま
で
帰
っ
た
の
だ
ろ
う
か
…
…
。

（
初
出

　二
〇
〇
四
年
一
一
月
）
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ア
ル
ネ
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン
は
一
九
〇
二
年
デ
ン
マ
ー
ク
の

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
生
ま
れ
、
王
立
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
で

建
築
を
学
ぶ
。一
九
二
九
年
、「
未
来
の
家
」（The H

ouse 

of the Future

）
と
い
う
円
形
住
宅
を
発
表
し
て
以
来
、

建
築
を
中
心
に
活
動
す
る
一
方
で
イ
ン
テ
リ
ア
や
家
具
、

照
明
器
具
、
テ
キ
ス
タ
イ
ル
、
雑
貨
な
ど
幅
広
い
分
野
の
デ

ザ
イ
ン
活
動
に
よ
っ
て
デ
ン
マ
ー
ク
の
ミ
ッ
ド
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
モ
ダ
ン
を
主
導
し
た
。
一
九
五
六
年
か
ら
六
五
年
ま

で
の
間
、
王
立
芸
術
ア
カ
デ
ミ
ー
の
教
授
で
も
あ
っ
た
。

建
築
の
主
な
仕
事
で
は
、
多
く
の
住
宅
の
ほ
か
、
オ
ル

フ
ー
ス
の
市
庁
舎
（
一
九
三
七
〜
四
二
）、
エ
ッ
グ
チ
ェ
ア

や
ス
ワ
ン
チ
ェ
ア
が
誕
生
す
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
Ｓ
Ａ

Ｓ
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
（
一
九
五
六
〜
六
一
）
な
ど
が
あ
る
。

ア
ン
ト
チ
ェ
ア
は
、
一
九
五
二
年
ノ
ヴ
ォ
社
（N

ovo

）

の
社
員
食
堂
の
た
め
に
デ
ザ
イ
ン
し
て
二
〇
〇
脚
が
つ
く

ら
れ
た
の
を
契
機
に
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ン
セ
ン
社
で
量
産
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
最
初
は
三
本
脚
で
ス
タ
ッ
キ
ン
グ

を
可
能
に
し
た
椅
子
で
あ
っ
た
が
、
ヤ
コ
ブ
セ
ン
の
没

後
、
四
本
脚
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
当
初

は
座
と
背
が
一
体
と
な
る
成
型
合
板
の
技
術
が
十
分
で
な

く
、
部
分
的
に
ク
ラ
ッ
ク
が
入
る
の
を
黒
色
の
塗
装
で
カ

バ
ー
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
形
状
が
蟻
（ant

）
に
似
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
「
ア
ン
ト
チ
ェ
ア
」
と
も
呼
ば
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
い
う
。
背
の
途
中
に
あ
る
く
び
れ
た
部
分
は
五

〇
年
代
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
に
も
通
ず
る
ユ
ニ
ー
ク
な
形
態
。

39
ア
ル
ネ
・
ヤ
コ
ブ
セ
ン
の
成
型
合
板
に
よ
る

ア
ン
ト
チ
ェ
ア
と
セ
ブ
ン
チ
ェ
ア

デザイン： アルネ・ヤコブセン（Arne Jacobsen 1902～71）
製造：フリッツ・ハンセン社（Fritz Hansen）

 セブンチェア（1955）

 アントチェア（1952）

1952
1955
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セ
ブ
ン
チ
ェ
ア
は
、
一
九
五
五
年
ロ
ド
ー
ヴ
ル
市
庁
舎

の
設
計
時
に
ア
ン
ト
チ
ェ
ア
の
フ
ァ
ミ
リ
ー
タ
イ
プ
と
し

て
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
、
そ
の
後
は
背
の
形
状
や
肘
の
有
無
な

ど
多
く
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
、
こ
れ
ら
は
「
シ
リ

ー
ズ
セ
ブ
ン
」
と
し
て
今
日
ま
で
五
〇
〇
万
脚
以
上
も
つ

く
ら
れ
、
現
在
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
色
に
塗
装
さ
れ
た
も
の

や
布
張
り
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
る
。

こ
の
ほ
か
、
形
状
の
異
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
と
し
て
、
ミ
ラ

ノ
の
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
で
受
賞
し
た
「
グ
ラ
ン
プ
リ
チ
ェ

ア
」（
一
九
五
七
）
や
「
３
１
３
０
」「
３
１
０
８
」
な
ど
そ

の
種
類
も
多
い
が
、
す
べ
て
ア
ン
ト
チ
ェ
ア
の
フ
ァ
ミ

リ
ー
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
木
を
素
材
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ま
で
の
デ

ン
マ
ー
ク
の
ク
ラ
フ
ツ
マ
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
椅
子
づ
く
り

か
ら
脱
し
、
三
次
元
の
合
板
と
ス
テ
ィ
ー
ル
パ
イ
プ
に
よ

っ
て
量
産
化
を
可
能
と
し
、
世
界
中
で
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と

な
っ
た
。
座
と
背
が
一
枚
の
成
型
合
板
で
で
き
た
椅
子
の

デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
。

̶
 

二
〇
九
頁
参
照
。

̶
 

デ
ン
マ
ー
ク
の
デ
ザ
イ
ン
誌
『
モ
ビ
リ
ア
』
の
No.
3
2
3
（
一

九
八
四
）
で
「A

s Tim
e G

oes by

」
と
し
て
、
ア
ン
ト
チ
ェ
ア
と
そ

れ
以
後
の
異
な
る
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
並
べ
ら
れ
、
表
紙
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ

た
。

 背部の形状の違いにより多くのバージョンがある①

 フリッツ・ハンセン社でのセブンチェア
の製作現場

 年代順に並んだ小椅子『モビリア』の
No.323（1984年）の表紙

 アントチェア誕生の契機となったノヴォ社の食堂① クヴァドラ社のテキスタイルを纏った
セブンチェア（クヴァドラ社にて）
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半
世
紀
に
わ
た
っ
て
つ
く
ら
れ
て
い
る
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

日
本
の
デ
ザ
イ
ン
振
興
策
で
あ
る
Ｇ
マ
ー
ク
制
度
が
誕
生
し
た
の
は
一
九
五
七
年
。
す
で
に
半
世
紀
以
上
に

な
る
が
、
今
も
名
称
を
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
ア
ウ
ォ
ー
ド
」
と
変
え
、
続
い
て
い
る
。
モ
ノ
の
デ
ザ
イ
ン
が

こ
れ
ほ
ど
成
熟
し
た
現
在
に
ど
れ
ほ
ど
の
意
味
が
あ
る
の
か
全
く
わ
か
ら
な
い
が
、
そ
の
中
に
「
ロ
ン
グ
ラ
イ

フ
デ
ザ
イ
ン
賞
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
そ
の
基
準
と
し
て
一
〇
年
間
使
い
続
け
ら
れ
た
モ
ノ
を
顕
彰
し
よ
う
と

い
う
も
の
で
、
こ
の
制
度
自
体
が
す
で
に
使
命
を
終
え
た
「
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
」
な
の
だ
が
…
…
。

そ
れ
に
比
し
、
半
世
紀
以
上
の
時
を
経
て
今
日
も
世
界
中
で
使
わ
れ
て
い
る
の
が
ヤ
コ
ブ
セ
ン
の
セ
ブ
ン
チ
ェ

ア
。「
ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
賞
」
の
基
準
で
、
な
ん
と
言
え
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
制
度
以
前
に
つ

く
ら
れ
、
生
産
さ
れ
た
数
も
桁
外
れ
だ
か
ら
「
バ
ケ
モ
ノ
賞
」
と
で
も
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

こ
れ
に
は
、
使
用
範
囲
の
広
い
汎
用
性
、
さ
ほ
ど
高
く
な
い
価
格
、
つ
く
る
企
業
が
世
界
に
市
場
を
持
ち
、

高
い
技
術
力
と
デ
ザ
イ
ン
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
、
こ
の
四
点
に
加
え
、
素
直
で
飽
き
の
来
な
い
ミ
ニ
マ
ル
な

造
形
（
デ
ザ
イ
ン
）
と
製
品
と
し
て
の
完
成
度
が
重
な
り
合
っ
た
と
き
初
め
て
可
能
と
な
る
の
だ
が
、
セ
ブ
ン

チ
ェ
ア
は
こ
の
条
件
を
こ
と
ご
と
く
満
た
し
、
製
造
さ
れ
は
じ
め
て
半
世
紀
以
上
に
な
る
が
、
世
界
中
で
使
わ

れ
て
い
る
。
わ
が
家
の
セ
ブ
ン
チ
ェ
ア
も
三
〇
年
以
上
に
な
る
が
、
表
面
の
チ
ー
ク
に
味
が
出
て
き
て
健
在
だ
。

成
型
合
板
と
い
う
木
の
加
工
技
術
が
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
、
イ
ー
ム
ズ
だ
け
で
な
く
デ
ザ
イ
ナ
ー
な
ら
誰
も

が
模
索
し
た
座
と
背
が
一
体
と
な
る
椅
子
。
そ
れ
は
必
然
の
方
向
で
も
あ
っ
た
の
だ
が
、
課
題
は
座
と
背
の
間

の
曲
が
っ
た
部
分
の
強
度
。
さ
ら
に
、
座
や
背
に
少
し
の
三
次
元
の
曲
面
を
つ
け
た
い
と
い
う
課
題
に
技
術
が

伴
わ
ず
、
一
九
四
〇
年
代
に
は
な
か
な
か
決
定
的
な
椅
子
が
誕
生
し
な
か
っ
た
。
一
九
五
二
年
に
な
っ
て
、
フ

リ
ッ
ツ
・
ハ
ン
セ
ン
社
の
技
術
と
ヤ
コ
ブ
セ
ン
の
造
形
が
結
び
付
い
た
結
果
、
成
型
合
板
に
よ
る
小
椅
子
の
典

型
が
生
ま
れ
た
。
以
来
、
ど
れ
ほ
ど
コ
ピ
ー
や
リ
・
デ
ザ
イ
ン
が
出
て
こ
よ
う
が
、
そ
れ
ら
は
生
き
残
れ
ず
消

̶
 

わ
が
国
で
も
六
〇
年
代
に
な
っ
て
あ
ち
こ
ち
で
試
み
ら
れ
た

が
、
座
と
背
の
間
の
強
度
が
解
決
さ
れ
な
か
っ
た
。
現
在
、
成
型
合
板

で
背
と
座
が
一
体
と
な
っ
た
椅
子
は
セ
ブ
ン
チ
ェ
ア
が
代
表
格
で
、
そ

の
技
術
は
改
良
さ
れ
な
が
ら
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
の
製
品
は
、

九
層
の
単
板
と
二
層
の
繊
維
か
ら
な
る
成
型
合
板
と
直
径
一
四
ミ
リ
の

ス
テ
ィ
ー
ル
パ
イ
プ
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
塗
装
さ
れ
た
バ
ー
ジ
ョ
ン

や
、
布
張
り
バ
ー
ジ
ョ
ン
も
あ
る
。
今
や
セ
ブ
ン
チ
ェ
ア
は
い
ろ
い
ろ

な
ア
レ
ン
ジ
に
よ
っ
て
イ
ベ
ン
ト
や
展
示
品
な
ど
に
も
使
わ
れ
て
い
る
。

そ
の
一
例
と
し
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
の
イ
ン
テ
リ
ア
フ
ァ
ブ
リ
ッ
ク
で
有

名
な
ク
ヴ
ァ
ド
ラ
社
（Kvadrat

）
を
訪
れ
た
と
き
、
セ
ブ
ン
チ
ェ
ア

に
自
社
の
繊
維
を
張
り
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
た
（
一
六
五
頁

の
図
版
参
照
）。
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え
去
っ
て
い
っ
た
歴
史
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ヤ
コ
ブ
セ
ン
の
ア
ン
ト
チ
ェ
ア
か
ら
は
じ
ま
る
「
シ
リ
ー

ズ
セ
ブ
ン
」
は
一
種
の
デ
フ
ァ
ク
ト
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
る
。

イ
ー
ム
ズ
は
成
型
合
板
を
シ
ェ
ル
の
椅
子
に
し
よ
う
と
し
た
が
、
技
術
的
な
問
題
か
ら
Ｆ
Ｒ
Ｐ
と
い
う
プ
ラ

ス
テ
ィ
ッ
ク
で
実
現
さ
せ
た
。
イ
ー
ム
ズ
に
影
響
を
受
け
た
ヤ
コ
ブ
セ
ン
が
背
と
座
が
一
体
と
な
る
椅
子
を
木

で
完
成
さ
せ
た
の
は
皮
肉
で
あ
る
。
が
、
思
想
（
発
想
）
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
科
学
技
術
）
が
結
び
付
い
た
と

こ
ろ
に
新
た
な
椅
子
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
意
味
で
、
二
〇
世
紀
に
お
け
る
椅
子
の
典
型
で
も
あ
る
。

学
生
時
代
か
ら
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ン
セ
ン
社
の
名
前
を
よ
く
耳
に
し
て
い
た
の
は
ヤ
コ
ブ
セ
ン
あ
っ
て
の
こ
と

で
、
一
度
は
訪
れ
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
た
ま
た
ま
実
現
し
た
の
が
一
九
八
〇
年
。
コ
ペ
ン
ハ
ー

ゲ
ン
郊
外
の
工
場
へ
着
い
た
途
端
、「
こ
こ
が
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ン
セ
ン
だ
」
と
言
わ
れ
て
も
信
じ
ら
れ
な
か
っ

た
。
な
ん
の
看
板
も
な
い
し
、
煉
瓦
造
の
平
屋
の
事
務
所
。
正
直
、
こ
れ
が
世
界
の
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ン
セ
ン
社

か
と
。
芝
生
の
中
、
タ
ン
ポ
ポ
の
咲
く
前
庭
の
片
隅
に
あ
っ
た
小
さ
な
「
入
口
」
を
表
わ
す
サ
イ
ン
。
赤
い
矢

印
の
上
に
「F

R
IT

Z H
A

N
SE

N

」
の
文
字
が
見
え
、
や
っ
と
の
こ
と
で
納
得
す
る
。
ポ
ー
ル
・
へ
ニ
ン
グ
セ
ン

の
ラ
ン
プ
が
下
が
る
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
を
抜
け
る
と
、
廊
下
に
「
Ａ
Ｘ
チ
ェ
ア
」
の
解
説
パ
ネ
ル
。
さ
ほ
ど
広
く

な
い
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に
は
当
時
の
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
ン
セ
ン
社
の
看
板
商
品
が
所
狭
し
と
並
ん
で
い
た
。
通
さ
れ

た
部
屋
の
入
口
の
壁
に
は
色
と
り
ど
り
の
セ
ブ
ン
チ
ェ
ア
の
合
板
が
横
向
き
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い
て
、
出
入

り
に
は
少
々
邪
魔
に
な
る
が
お
も
し
ろ
い
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
。
別
棟
の
工
場
で
は
セ
ブ
ン
チ
ェ
ア
の
合
板

が
そ
こ
か
し
こ
に
積
ま
れ
、
販
売
量
の
多
さ
を
容
易
に
想
像
さ
せ
た
。

バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
多
い
と
い
っ
て
も
ト
ー
ネ
ッ
ト
と
は
比
較
に
な
ら
な
い
が
、
木
を
主
材
と
し
、
曲
木
と

成
型
合
板
と
い
う
加
工
方
法
の
差
こ
そ
あ
れ
、
そ
れ
ら
の
加
工
技
術
を
生
か
し
て
製
品
化
さ
れ
た
点
で
は
同
じ

だ
。
時
を
経
て
広
く
使
わ
れ
、
現
在
も
つ
く
り
続
け
ら
れ
て
い
る
椅
子
と
し
て
、
ヤ
コ
ブ
セ
ン
の
セ
ブ
ン
チ
ェ

ア
と
ト
ー
ネ
ッ
ト
の
椅
子
は
両
横
綱
と
い
え
る
だ
ろ
う
。 

（
初
出

　二
〇
〇
九
年
五
月
）

̶
 

一
四
〇
頁
参
照
。

̶
 

一
四
二
頁
参
照
。

フリッツ・ハンセン社の前庭にあった「入口」を示す
小さなサイン

フリッツ・ハンセン社のショールームの
部屋の入口にディスプレーされたセブン
チェアの合板
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シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
・
ペ
リ
ア
ン
は
一
九
〇
三
年
に
パ
リ
で

生
ま
れ
、
パ
リ
の
装
飾
美
術
中
央
連
合
学
校
で
学
び
、
一

九
二
七
年
サ
ロ
ン･

ド
ー
ト
ン
ヌ
に
出
品
し
た
「
屋
根
裏

の
バ
ー
」
が
注
目
さ
れ
、
こ
れ
を
契
機
に
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
の
事
務
所
に
入
所
。
以
後
一
〇
年
間
ル
・
コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
の
協
力
者
と
し
て
、
次
々
と
新
し
い
素
材
に
よ
る
形

態
の
家
具
を
発
表
す
る
。
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
デ
ザ
イ

ン
し
た
と
さ
れ
る
椅
子
は
す
べ
て
こ
の
こ
ろ
の
も
の
で
、

ペ
リ
ア
ン
の
力
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

ペ
リ
ア
ン
と
わ
が
国
と
の
関
わ
り
は
、
一
九
四
〇
年

（
昭
和
一
五
）
に
日
本
の
商
工
省
が
輸
出
用
工
芸
品
の
指
導

の
た
め
に
ペ
リ
ア
ン
を
招
聘
し
た
こ
と
に
は
じ
ま
る
。
来

日
し
た
彼
女
は
京
都
や
東
北
地
方
を
精
力
的
に
見
て
回

り
、
日
本
の
竹
な
ど
を
用
い
て
新
た
な
視
点
で
家
具
な
ど

を
デ
ザ
イ
ン
し
、
翌
年
（
一
九
四
一
）
の
春
に
髙
島
屋
の

東
京
と
大
阪
で
「
選
擇
・
傳
統
・
創
造
」
展
を
開
催
。
竹

に
よ
る
キ
ャ
ン
テ
ィ
レ
バ
ー
の
椅
子
や
シ
ェ
ー
ズ
・
ロ
ン

グ
な
ど
を
発
表
。
当
時
の
日
本
の
若
い
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
衝

撃
を
与
え
た
。

一
九
五
四
年
に
再
び
来
日
し
、
五
五
年
に
「
造
形
芸
術

と
住
ま
い
に
関
す
る
分
野
に
お
い
て
の
芸
術
の
綜
合
」
を

テ
ー
マ
に
「
巴
里
一
九
五
五
年

　芸
術
綜
合
へ
の
提
案

　

ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
、
レ
ジ
エ
、
ペ
リ
ア
ン
三
人
展
」
を
開

催
。
こ
の
と
き
発
表
さ
れ
た
の
が
通
称
ペ
リ
ア
ン
チ
ェ
ア

と
い
わ
れ
て
い
る
成
型
合
板
に
よ
る
ワ
ン
ピ
ー
ス
の
椅
子

42

1955

シ
ャ
ル
ロ
ッ
ト
・
ペ
リ
ア
ン
の
ぺ
リ
ア
ン
チ
ェ
ア

デザイン： シャルロット・ペリアン（Charlotte Perriand 1903～ 99）
製造：1955年のオリジナルは三好木工。その後、ハードウェアー商会から復刻され、一時天童木工で製造・

販売されていたが、現在はカッシーナ社（Cassina）に移り、同社で製造されている

 ペリアンチェア（1955）
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で
あ
る
。
こ
の
展
覧
会
で
は
、
こ
の
椅
子
の
ほ
か
に
、
飾

り
棚
、
テ
ー
ブ
ル
、
事
務
用
机
な
ど
数
多
く
の
家
具
も
発

表
さ
れ
、
そ
の
斬
新
さ
は
世
間
を
驚
か
せ
た
。

そ
の
後
は
エ
ー
ル
フ
ラ
ン
ス
の
東
京
事
務
所
や
パ
リ
の

日
本
大
使
館
な
ど
の
イ
ン
テ
リ
ア
を
手
が
け
、
一
九
九
八

年
に
は
東
京
・
新
宿
の
パ
ー
ク
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
で
「
シ
ャ

ル
ロ
ッ
ト
・
ペ
リ
ア
ン
展
」
が
開
催
さ
れ
た
。

ぺ
リ
ア
ン
チ
ェ
ア
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
は
、
一
〇
ミ
リ
厚
の

成
型
合
板
で
つ
く
ら
れ
た
が
、
強
度
の
問
題
か
ら
天
童
木

工
で
は
厚
み
を
一
七
ミ
リ
に
し
て
製
造
さ
れ
た
。
現
在
は

イ
タ
リ
ア
の
カ
ッ
シ
ー
ナ
社
に
製
造
が
移
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
椅
子
の
す
ご
さ
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
成
型
合
板

の
ワ
ン
ピ
ー
ス
か
ら
な
り
、
ス
タ
ッ
キ
ン
グ
可
能
な
形
状

を
提
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。

̶
 

こ
の
展
覧
会
の
図
録
は
シ
ー
ト
状
の
も
の
を
箱
に
入
れ
た
す

ご
い
も
の
（
写
真
参
照
）。
ま
た
、
こ
の
と
き
の
竹
の
シ
ェ
ー
ズ
・
ロ

ン
グ
は
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
が
一
九
二
九
年
に
デ
ザ
イ
ン
し
た
竹
製
の

バ
ー
ジ
ョ
ン
。
こ
れ
は
、
当
時
の
髙
島
屋
の
取
締
役
で
あ
っ
た
川
勝
氏

の
自
宅
に
一
時
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
あ
る
が
現
在
は
不
明
。

̶
 

一
九
五
五
年
（
昭
和
三
〇
年
）
四
月
一
日
か
ら
坂
倉
準
三
ら

の
協
力
の
も
と
、
髙
島
屋
で
開
催
さ
れ
、
ペ
リ
ア
ン
チ
ェ
ア
も
こ
の
と

き
展
示
さ
れ
た
。

̶
 

図
録
の
中
の
出
品
目
録
に
は
ペ
リ
ア
ン
チ
ェ
ア
を
「
立
体
成

型
の
合
板
製
小
椅
子 

黒
色
ラ
ッ
カ
ー
仕
上
げ
、
積
み
重
ね
が
で
き
る

（
日
本
製
作
） 

」 

と
記
さ
れ
て
い
る
。

 1941年の「選擇・傳統・創造」展の
立派な図録（髙島屋史料館所蔵） ①

 休息用椅子（1955）。立体成型合板製。左のフレームにゴムクッション
の座布団を載せて使う。最近、カッシーナ社から脚をスティールにして
復刻された②

 「巴里1955年 芸術の綜合への提案  ル・コルビュジエ、レジエ、ペリア
ン3人展」の図録の表紙 二人用の長椅子（1955）。座は竹の簀子張り②

 ル・コルビュジエの「LC4」の竹製と考えられる
シェーズ・ロング（1941）①

 竹によるキャンティレバーの椅子
（1941）。ペリアンが東北地方を見
て回り、「竹」という素材に注目。
この椅子のほかにも、竹でつくられ
た家具や雑貨が数多く発表された①

 右の図録の１頁目に、ペリアンのサインと坂
倉準三と共同による次のような文章がある。
「新しき世界創造を志し、常に果敢なる闘
争を続けつつあるル・コルビュジエ竝びにピ
エール・ジャンヌレに捧ぐ

シャルロツト・ペリアン
坂倉準三」
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ペ
リ
ア
ン
の
棚
と
の
邂
逅

ふ
と
し
た
こ
と
か
ら
三
五
年
ぶ
り
に
、
ぺ
リ
ア
ン
の
飾
り
棚
に
邂
逅
し
、
突
如
当
時
の
こ
と
が
走
馬
灯
の
ご

と
く
よ
み
が
え
っ
た
。

一
九
六
五
年
、
米
国
へ
留
学
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
勤
め
て
い
た
髙
島
屋
の
会
長
室
へ
部
長
に
付
き
添
わ
れ

て
挨
拶
に
行
っ
た
と
き
の
こ
と
。
挨
拶
も
そ
こ
そ
こ
に
大
き
な
部
屋
の
真
ん
中
に
あ
っ
た
間
仕
切
り
棚
に
見
と

れ
て
い
た
。
誰
に
言
わ
れ
る
と
も
な
く
「
こ
れ
は
ぺ
リ
ア
ン
の
棚
だ
！
」
と
私
の
直
感
が
働
い
た
の
は
一
九
五

五
年
の
残
像
が
ど
こ
か
に
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

こ
の
飾
り
棚
に
偶
然
再
会
し
た
の
は
数
年
前
。
研
究
資
料
を
収
集
す
る
た
め
に
髙
島
屋
史
料
館
を
訪
れ
、
館

長
の
案
内
で
裏
部
屋
を
の
ぞ
い
た
と
き
。
驚
き
で
声
を
の
ん
だ
。
そ
こ
に
は
誰
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
こ
と
な
く

ペ
リ
ア
ン
の
棚
が
静
か
に
佇
立
し
て
い
た
。
三
五
年
ぶ
り
で
は
あ
っ
た
が
瞬
時
に
、「
こ
れ
は
昔
、
会
長
室
に

あ
っ
た
ペ
リ
ア
ン
の
棚
で
は
な
い
の
？
」
と
訊
い
て
み
た
が
、
館
長
ら
は
首
を
振
る
ば
か
り
。
彼
ら
の
話
に
よ

れ
ば
、
本
社
移
転
の
と
き
あ
ま
り
に
大
き
く
、
さ
り
と
て
捨
て
る
の
も
惜
し
い
。
置
く
場
所
も
な
い
の
で
こ
こ

に
持
ち
込
ま
れ
た
が
、
今
で
は
史
料
で
も
な
く
、
収
蔵
品
の
リ
ス
ト
に
も
載
せ
て
い
な
い
と
い
う
。
な
ん
と
も

っ
た
い
な
い
こ
と
か
。
だ
が
、
こ
の
と
き
以
来
世
に
知
れ
渡
り
、
こ
の
棚
を
見
に
来
る
人
も
あ
る
と
聞
く
と
、

私
も
役
目
を
果
た
し
た
の
か
と
思
う
。

今
、
一
九
五
五
年
に
ペ
リ
ア
ン
ら
が
髙
島
屋
で
開
い
た
展
覧
会
の
図
録
を
手
に
し
て
こ
の
原
稿
を
書
い
て
い

る
の
だ
が
、
つ
い
先
ご
ろ
、
昔
の
雑
物
を
整
理
し
て
い
て
古
び
た
ブ
リ
キ
の
缶
が
見
つ
か
り
、
そ
の
中
に
「
ロ

ー
マ
の
休
日
」
な
ど
高
校
時
代
に
見
た
映
画
の
黄
ば
ん
だ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
と
も
に
偶
然
出
て
き
た
の
が
こ
の

図
録
。
青
春
時
代
が
一
気
に
よ
み
が
え
る
。

高
校
時
代
は
勉
強
な
ど
そ
っ
ち
の
け
で
絵
ば
か
り
描
い
て
い
た
。
戦
後
の
困
窮
か
ら
よ
う
や
く
立
ち
直
り
は

̶
 

実
測
の
結
果
は
横
幅
三
九
〇
〇
、
高
さ
二
〇
〇
〇
で
、
図
録

の
作
品
番
号
49
と
は
高
さ
が
異
な
る
が
、
写
真
と
照
合
す
る
と
同
じ
デ

ザ
イ
ン
で
あ
り
、
寸
法
の
誤
記
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
ノ
ッ
ク
ダ

ウ
ン
構
造
。
隔
て
板
と
背
板
は
ア
ル
ミ
板
に
ラ
ッ
カ
ー
仕
上
げ
で
、
こ

れ
は
フ
ラ
ン
ス
製
（
図
と
写
真
を
参
照
）。

髙島屋資料館にあるペリアンのデザインになる飾り棚、左頁はその実測図
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し
た
が
、
文
化
的
催
し
な
ど
は
ま
れ
で
、
マ
チ
ス
や
ル
オ
ー
な
ど
の
展
覧
会
が
京
都
美
術
館
で
あ
る
と
知
れ

ば
、
長
蛇
の
列
に
並
ん
で
で
も
観
に
行
っ
た
も
の
だ
。
こ
の
展
覧
会
も
た
ま
た
ま
東
京
の
親
戚
の
家
に
行
っ
た

と
き
、
レ
ジ
エ
を
観
る
の
が
目
的
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
ろ
は
デ
ザ
イ
ン
の
道
に
進
む
こ
と
な
ど
頭

の
片
隅
に
も
な
く
、
ペ
リ
ア
ン
や
そ
の
椅
子
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
記
憶
に
な
い
の
は
、
情
け
な
い
限
り
で
あ
る
。

こ
の
飾
り
棚
を
実
測
し
、
図
録
の
寸
法
と
照
合
し
て
み
た
が
、
寸
法
が
一
致
す
る
も
の
は
見
当
た
ら
な
か
っ

た
。
だ
が
、
会
場
で
使
わ
れ
た
作
品
番
号
四
九
の
飾
り
棚
と
同
じ
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
図
録
の
寸
法

の
誤
記
な
の
だ
ろ
う
。
そ
の
容
姿
は
と
て
も
五
〇
年
も
前
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
と
は
思
え
な
い
端
麗
で
時
を
越

え
た
も
の
。
た
だ
た
だ
そ
の
す
ば
ら
し
さ
に
唸
っ
た
。
さ
ら
に
驚
く
こ
と
は
、
見
事
な
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
構
造
に

な
っ
て
い
た
。
驚
き
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
各
段
に
は
め
込
ま
れ
た
薄
い
板
（
下
図
の
右
の
バ
ツ
印
）
が
指

一
本
で
端
か
ら
端
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
動
き
、
様
相
を
変
え
て
い
く
の
だ
。

成
型
合
板
と
い
う
木
の
加
工
技
術
を
知
っ
た
の
は
大
学
を
卒
業
し
て
間
も
な
い
こ
ろ
。
天
童
木
工
主
催
の
家

具
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
が
あ
る
と
い
う
の
で
、
な
に
か
お
も
し
ろ
い
も
の
が
で
き
な
い
か
と
、
小
学
生
時
代
に
厚

紙
に
切
り
目
を
入
れ
て
折
り
曲
げ
、
好
き
な
力
士
の
名
前
を
書
い
て
遊
ん
だ
紙
相
撲
ま
が
い
の
も
の
を
つ
く
っ

て
い
た
。

あ
る
日
、「
そ
ん
な
も
の
は
あ
る
」
と
先
輩
か
ら
古
び
た
写
真
を
見
せ
て
も
ら
っ
た
と
き
に
初
め
て
ぺ
リ
ア

ン
の
椅
子
を
意
識
し
た
。
そ
の
こ
ろ
は
現
物
を
見
る
こ
と
も
で
き
ず
、
現
物
に
触
れ
た
の
は
、
一
九
七
四
年
に

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
ー
商
会
に
よ
っ
て
復
刻
さ
れ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
る
。

今
に
な
っ
て
、
ぺ
リ
ア
ン
の
飾
り
棚
や
椅
子
を
見
る
と
、
デ
ザ
イ
ン
の
先
進
性
や
彼
女
の
真
摯
に
取
り
組
む

姿
勢
な
ど
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
食
べ
る
こ
と
が
や
っ
と
と
い
う
戦
後
の
時
代
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
木

工
技
術
や
職
人
の
技
に
も
心
底
か
ら
感
嘆
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
初
出

　二
〇
〇
四
年
九
月
）

実測図。右側の図の  は各段に入る薄い板（スライド戸）の大きさである。特に下から２段目の板は通常考えられないような高さと横
のプロポーションであるが、左端から右端まで指一本でスムーズな引き通しが可能となり、板の位置により様相が変化する見事なデザイン




